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「特集：武蔵野大学における情報教育の現在地」について 
Special issues on The Present Position of Information 

Education at Musashino University 

武蔵野大学 MUSIC センター長 

林 浩一 

 

MUSIC の発足から 5 年が経ち，本紀要も第 6 号を迎えました．昨年度，AI 副専攻コー

スを修了した 1 期生は，卒業式を終え，新たな世界へ飛び立とうとしています．今年度は，

続く 2 期生も 75 名が修了を果たし，卒業研究などの学科での最終課題に取り組みながら，

就職活動に取り組んでいます．ありがたいことに，修了生の就職活動では，多くの企業から

予想を超えた，高い関心と評価をいただくことができ，副専攻への期待に対し，一定の役割

を果たすことができたと感じ，まずは安堵しております． 
一方，副専攻コースの完成から 1 年が経ち，コースに含まれる各科目も回を重ねる中で

様々な改善点が指摘されています．加えて，生成 AI の登場など，当初は想定していなかっ

たレベルでの AI 技術の進歩を踏まえて，AI 副専攻コースには，さらなる進化が求められて

います．こうした現状を踏まえ，今回の MUSIC 紀要では「武蔵野大学における情報教育の

現在地」と題した特集を組みました．これまでの歩みを振り返り，現在の立ち位置を確認す

ることで，次の一歩をより確かなものにしたいと考えております． 
本特集には，教員として関わってくださった先生方の論文に加え，昨年度に引き続き，学

生が人工知能実践プロジェクトで取り組んだ内容をまとめた論文も掲載しています．ご高

覧いただけましたら幸いです． 
最後に，論文をご寄稿くださった皆様には，本特集の趣旨をご理解いただき，ご協力を賜

りましたことを，この場を借りて深く感謝申し上げます． 


